















































2.  関川のしな織―地域活性と文化継承活動について―　　　　　     　 
　　　五十嵐 千江（関川しな織協同組合）
3.  八戸ポータルミュージアムはっちの取組み
　　　　　　　　　 ―シビックプライドの醸成と伝統文化継承について―　　　　　    
  　　  柳沢 拓哉（八戸市まちづくり文化スポーツ観光部 八戸ポータルミュージアム）
4.  沖縄からの発信―竹富島の種子取祭芸能の継承―





























































































































































2.  五十嵐 千江・五十嵐丈（発表補佐）
　　関川のしな織 ―地域活性と文化継承活動について―
　　　付 発表資料
3.  柳沢 拓哉
　　八戸ポータルミュージアムはっちの取組み




































































毎年 5 月第 2 日曜 開催
図３　原東大花田植（旧豊平町）













　北広島町は平成 17 年（2005）に千代田町、 大朝町、 豊平町、 芸北町の４町が合併してできた町です























































































































































































































































































































































































































 芸北民俗芸能保存伝承館 嘱託学芸員 
（北広島町教育委員会生涯学習課文化振興室） 
神戸大学国際文化学研究科異文化交流センターIREC協力研究員 
































































































































































































































































































































































































































　20 年位前に全戸 45 軒ありまして、その 45 軒の中の１人は必ず、しなを績んでいる、作っている
お母さんたちがいました。今 20 年経って、高齢化がやはり進んでおりまして、糸を作っている方は




















































































































































































































































　それからシアターがありまして、100 〜 120 席程度の小ホールです。市内には、別に 400 席とか



































































































図 7    市民作家による八戸えんぶりの和紙人形
図８    えんぶりのジオラマ展示
図９    市民学芸員による映像展示
図 10   市内の観光情報発信を行う市民ボランティア・
はっち特派員や、館内を彩る花や書などを行なう
ボランティア
























































































































































































































































































































































 ・平成 23 年 2 月 11 日オープン 
 ・地上 5 階建て、鉄筋コンクリート造、免震構造 
 ・ポータルミュージアム＝市全体の入口、玄関口となる博物館、美術館。各地への誘導と「見出し」機能 
 ・一つ一つはコンパクトな、28 種類の貸館施設を有する。（シアター、ギャラリー、和のスタジオ、 
音のスタジオ、食のスタジオ、和のスタジオ、映写室、共同スタジオ･･･） 
 ・5 階にはアーティストが長期滞在可能なレジデンス 5 室、4 階には「ものづくり・クラフト」のインキ












の考え⇒ 兼業可の嘱託職員「コーディネーター」職の設置。当初 3 名、現在 7 名 
 ・開館後を見越した市民検討・実践組織「hpm 市民ワーキング」を組織。28 本のプレ事業を共催。施設
広報、市民参加、実証実験を兼ねた。 
 ・開館後も、市民公募企画や、商店街・文化団体・ＮＰＯ・学校・企業・組合等との共催事業の実施など 





















 3－1 加賀美流騎馬打毬 
 ・文政 10 年（1817）に武芸奨励のため八戸藩主が神社に奉納したものが初例の騎士による武芸競技。 
 ・八戸三社大祭の中日（8 月 2 日）に、長者山新羅神社、桜の馬場で開催している。 
 ・平成 24 年度アーティストレジデンスプロジェクト「はっち流騎馬打毬」。KOSUGE1-16 が長期リサー






 3－2 八戸えんぶり（国重要無形民俗文化財） 





 3－3 南部裂織 
 ・裂織とは布を裂いて緯糸に織り込む伝統工芸。木綿が育ちにくい気候のもと南部裂織として伝承。 
 ・「ものづくりスタジオ」入居作家、井上澄子氏は青森県認定伝統工芸士。弟子とともに運営。 


















 ・年平均 90 万人の来館者。4 年 3 ヶ月で来館者 400 万人。中心街歩行者 3 割回復、新規事業所数 80 ヶ所 
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平成 27年 12月 4日（金）10：30～17：30 
独立行政法人国立文化財機構 東京文化財研究所 
 

































































































   予祝的狂言（男性）‥‥‥‥玻座間村 鍛冶工・組頭・世持・世曳き 
‥‥‥‥仲 筋 村 シドゥリャニ・種子蒔・天人  ※ は、奉納芸能の核 
組踊・演劇等（男性）‥‥‥玻座間村と仲筋村 
   舞踊（女性）‥‥‥玻座間村西集落・玻座間村東集落・仲筋集落 




       祭りの〈場〉、祭りの〈時〉、運営組織、資金等について 
  芸能の隆盛‥‥国立劇場公演（1976）重要無形民俗文化財（1977）の指定 
         東京竹富郷友会の組織的な参加 
奉納芸能翌日（壬辰）に、竹富公民館役員と３郷友会役員の意見交換会 
  農業から観光産業‥‥‥種子取祭継承の意義が課題⇒全国竹富島文化協会の設立（1996） 
























































































　小岩　秀太郎  （公益社団法人 全日本郷土芸能協会）
【パネリスト】
　松井　今日子   ・   五十嵐　千江




















































当時、10 年前ぐらい前ですかね、平均年齢 70 歳ぐらいでした。鹿子躍をご覧になられた方がいる











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































生 い た ち
いたち、しゅんちゃいみんちゃい、ま











































































































































































































































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
　
　アンケート集計結果
　　1.  参加者 総数　　　　　154 名　（スタッフ 20 名を含む）	 　
　　2.  アンケート回収率　	　アンケート回収数：75 名 ／ 回収率　56.0 % 	 	
　　3.  アンケート集計結果  
　　   （1） 回答者内訳（47 名）　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2）満足度　　	
















   　　　     　
　　　　　【今後取り上げてほしいテーマ、要望等】	 	 	 	 	 	 	










































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 10 回 無形民俗文化財研究協議会報告書
ひらかれる無形文化遺産
―魅力の発信と外からの力―
平成 28 年（2016）3 月
編集・発行
独立行政法人国立文化財機構
東京文化財研究所　無形文化遺産部
〒 110-8713　東京都台東区上野公園 13-43
℡ 03-3823-4925
